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閑林ではそれぞれ4.24, 14.24, 24.13, 31.43, 38.65 Mgha-1、またP村の8年、10年、 






マス量は、3年、5年、7年、9年、13年生の休閑林ではそれぞれ15.39, 36.37, 33.38, 































の地上部バイオマスに関して、Forest Ecology and Management誌360号(2016年)の総
説は本研究を含めて東南アジアではこれまでに20の「地域に特化した相対成長式」が
確立されたと報告している。その内訳はマレーシア(10式)、インドネシア(8式)、ラオ
ス(1式)、ミャンマー(1式)で、本論文はミャンマーでははじめての先駆的研究として
すでに国際的に認知されている。これは東南アジア大陸部山地休閑林のバイオマス推
定の精度改良に寄与する点で森林生態学への貢献である。さらに、現在実施が急がれ
ている「森林減少・劣化の抑制、森林保全、持続可能な森林経営および森林炭素蓄積
の増加に関する取組（REDD+）」にとっても重要な知見を提供するものである。 
第二は、ミャンマー・チン州南部における焼畑変容に伴う焼畑休閑林のバイオマス
回復を論じる中で、土地利用転換にともなう焼畑農業の急速な変容を明らかにした点
である。棚田耕作の導入に加えて、畜産振興、市場向け非木材林産物生産やその他の
現金収入機会が焼畑農業への依存度合いを低めている。焼畑耕作世帯数は減少し、一
部の世帯はよりよい就労機会をもとめて移出していた。他出した家族からの送金も世
帯収入に大きく貢献していて、これらの結果、焼畑耕作面積は減少している。これは
ミャンマーにおける「森林推移仮説」事例のはじめての報告となっている。機会費用
  
の高まりによって焼畑耕作が減少し、結果として休閑林の面積とバイオマスが増加し
ている。焼畑農耕と焼畑民の生活の双方の変容と森林再生能力という生態的要因が、
バイオマス回復にどのように影響を及ぼしているかを実証的に明らかにした点は、環
境経済学への森林生態学ならびに地域研究からの貢献である。 
第三は、北ラオスのカム村落における焼畑休閑林回復を、農林地割当政策と焼畑の
商品作化をふまえて論じている点である。調査村落では、農林地割当政策により休閑
地を含む焼畑筆数が制限される中で、商品作物としてのトウモロコシ生産が拡大しつ
つある。新興国の経済成長による畜産物需要増大や、バイオ燃料生産の拡大などの構
造的な要因がトウモロコシ国際価格を押し上げていることが背景にある。この変化は
調査村にも及び、仲買業者と生産グループが新たな契約を結んでトウモロコシ集荷道
が造成され、隣接するベトナムのトウモロコシ集荷圏に組み込まれた。このことで村
では従来の陸稲焼畑システムから、連作、草地休閑、叢林休閑の３つを組み合わせた
焼畑システムへと変化している。商品作物は当然ながら市場動向の影響を受けやす
く、農家の生計と土地利用を不安定なものにしかねない。とくにトウモロコシを連作
した後の休閑植生の回復は困難である。この事例ではバイオマスの回復は比較的早い
が、焼畑システムと長期的な土地利用の安定性を確保するためにも、草地休閑と叢林
休閑との違いを理解した植生回復への配慮が欠かせない。こうした指摘は農学的貢献
であるとともに、この地域における今後の農村開発にも貴重な知見を提供するもので
ある。 
第四は、REDD+などの実施計画において、一律の汎用的な手法を用いるのではなく、
「地域に特化した相対成長式」と地域の焼畑農耕と焼畑民の生活の実態を勘案するこ
とが必要かつ合理的であることを明らかにした点である。 
このようにミャンマーとラオスの山地焼畑民の視点と、森林生態学、森林経営学、
森林政策学の観点から地域理解を試みた本研究は、東南アジア地域研究に寄与すると
ころが大きい。 
よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、平成28年1月25日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合
格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
